
※行事の予定は諸事情により変更する場合があります。

３年進路関係は学年で配布済みの予定表をご参照ください。
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【日本学書展】
・特選 山本知佳 奥田美紗季
・準特選 中川美穗 仲井康裕 藏口穂乃香 山本歩美

永尾智哉 桃井りほ
・入選 細川明日香 髙橋咲千子 永尾和輝 仲井康裕

【春日大社清書会】 奈良新聞社賞 仲井康裕
【吉野神宮】
・特選 栢木菜名 奥田美紗季
・準特選 乾恭子 中川美穗 樋上彩加 藏口穂乃香

仲井康裕 本多加奈 ・入選 桃井りほ
・佳作 山本歩美 戸田彩水 細川明日香 久保瑞季
【科学部】
・ＦＬＬ西日本大会 ディレクターズ賞→全国大会へ

プロジェクト賞
【水泳部】県学年別大会

３年男子200m個人メドレー 第１位 佐竹一凪
３年女子100m背泳ぎ 第５位 米田淳美
２年男子200m個人メドレー 第６位 髙野勇輝

【体操】県新人大会
個人総合第3位・種目別床第2位 吉川咲菜 ソーラーシステムが

設置されました!!
昨年末に、Ａ棟屋上へ30kwhの太陽光パ

ネル設置工事が完了しました。12月中旬

から発電を開始し、電気の一部を大容量

バッテリーに蓄電しています。通常時も

職員室と事務室の照明や機器に利用して

います。この設備は、元々震災等の非常時の非常用電源として利用することが

第一番の目的です。生徒昇降口の東壁にはリアルタイムで発電量などの情報が

液晶モニターに表示されています。この工事に併せて、Ｂ棟（学級教室棟）の

１年生の教室の南側にも、小さなソーラーパネルと庭園灯が設置されました。

入試直前! ３年生はステップアップ！

今年も３年生の入試対策として「ステップ
アップ講座」を実施しました。４日間全27

講 座にのべ２００人余が参加し、大変熱心
に過 去問題などに取り組んでいました。

また、後援会のご支援もいただき、２学期
末懇談中に全学年で数学の勉強会が行われま
した。ほかに１，２年では英語の補習もあり、
それぞれが自分の課題に取り組みました。
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「
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ユニ セフか ら
感 謝 状をい ただ き ました !

生
徒
会
で
取
り
組
み
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
台
風
緊
急
募
金
」
に
対

し
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
会
で
は
ユ
ネ
ス

コ
が
起
案
し
て
い
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
に
も
参
加
し
、

”
書
き
損
じ
葉
書
”
を
集
め

て
い
ま
す
。
書
き
損
じ
の
年

賀
状
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
願
い
ま
す
。


